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要要᪨᪨  
 SDGs の目ᶆである「す࡭ての人に೺ᗣと⚟♴を」「㉁の高い教育をみࢇなに」「ఫみ⥆けら

れるまちづくりを」の実現にྥけて、学⏕とともに㣗≀ࣞ࢔ルࢠーをࢸー࣐としたぶ子クࣜࢫ

ーに㛵する⣬ࢠルࣞ࢔≀本取り組みにおいては、学⏕たちがไ作した㣗。ࡔࢇ会に取り組ࢫ࣐

Ⱚᒃのㄞみ⪺かࡸࡏクࢬ࢖を取りධれたᑍ๻を通して、地域のぶ子に㣗≀ࣞ࢔ルࢠーをもつ子

もたちへの理ゎと共࡝られない子࡭もたちの㝖ཤ㣗についての理ゎと、࿘ᅖと同じものを㣗࡝

ឤをᚓることを目的とした。ཧ加⪅の࢔ンࢣーࢺより、子࡝もたちがᴦしくཧ加できたことࡸ

㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの㝖ཤ㣗について理ゎが῝められたという結果がᚓられた。また、SDG㹱の「す

ての人に೺ᗣと⚟♴を」の㊃᪨に該当するかという㉁ၥにᑐして࡭ 85㸣の方が該当するとᅇ⟅

されたことから、ぶ子クࣜࢫ࣐ࢫ会は、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーにᑐするព㆑のྥ上と SDG㹱との㛵㐃

性にᑐする理ゎを高めることにᐤ与したものと考えられる。 
  
１１．．ははじじめめにに  

SDGs（Sustainable Development Goals㸸ᣢ⥆可能な開発目ᶆ）は、2015 年 9 ᭶の国㐃⥲

会において᥇ᢥされた。ᣢ⥆可能な開発のための 17 の国際目ᶆ（ᅗ１）がᥖࡆられ、その୰

に 169のターࢤッࢺがྵまれている。SDGs の“No one will be left behind”（ㄡࡦとり取りṧ

さない）という理ᛕは、ከくの小・୰学ᰯࡸ高➼学ᰯ、大学、௻業、地域な࡝で行動指針ࡸ目

ᶆとなり、人ࠎのព㆑ᨵ㠉と行動のኚᐜをಁ進している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
                         ฟ඾㸸国際㐃ྜ広ሗࢭンターHP 

ᅗ１ SDG㹱の 17 の目ᶆ 
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明ᫍ大学では SDGs に㛵するポ࢖ンࣟࣉࢺグラムを開ጞし、ポ࢖ンࢺ཰㞟をしながら SDGs 
の自発的な学⩦を行い、SDGs 分㔝を日本で一␒理ゎした学⏕を目指す取り組みをしている 1）。 
大日本༳ๅでは、༳ๅと᝟ሗのᙉみを᥃けྜわࣃ、ࡏーࢼࢺーとの㐃ᦠを῝め、♫会の課題を

ゎỴする᪂しい価値の๰ฟな࡝に取り組ࢇでいる 2）。また、ാくዪ性のᚰࡸయのᝎみを共᭷し

てゎỴするフ࢙ムࢸックのᬑཬ・ᑟධ 3）、ὒⳫ子ᗑの㞀がい⪅の個性を⏕かした活㌍の場とし

てのᑵປ支᥼ 4）、⭡話⾡でいじめを㜵Ṇするၨ発活動㸳）な࡝が᪂⪺でሗじられており、ᡃが国

においても SDGs の実現にྥけて、ᵝࠎな㡿域でከᵝな取り組みがなされている。 
また、௧࿴ 2 年度の SDGs に㛵する඲国࢔ンࢣーࢺ調査結果（実施୺య㸸自἞యSDGs ᥎進

評価調査᳨ウ会）㸴）によると SDGs について「ᣢ⥆可能な開発を目指す上で 経済、♫会、環

ቃの⤫ྜが㔜要であること」「17 のࢦール、169 のターࢤッࢺからᵓ成されるということ」「2030
年までに㐩成す࡭き ࢦールであるということ」を知っている人の๭ྜは 97.5㸣と高く、♫会

的なㄆ知度が高いことが❚える。さらに 17 の目ᶆのうち、「これまで特に力をධれて取り組ࢇ

できた課題」に㛵する㉁ၥ㡯目では、11「ఫみ⥆けられるまちづくりを」、3「す࡭ての人に೺

ᗣと⚟♴を」と 4「㉁の高い教育をみࢇなに」のㄆ知度が高く、「今ᚋもᘬき⥆きὀ力したいと

ᛮっている課題」においても同ᵝに、11、3、4 の㡯目のㄆ知度が高い結果であった。 
そこで、17 の国際目ᶆの୰の「す࡭ての人に೺ᗣと⚟♴を」「㉁の高い教育をみࢇなに」の

஧つの目ᶆに╔目し、ஙᗂඣにቑ加している㣗≀ࣞ࢔ルࢠーへの理ゎをࢸー࣐としたぶ子クࣜ

ࢠルࣞ࢔≀㣗、ࡎーの᭷↓にかかわらࢠルࣞ࢔≀こととした。ᡃが子の㣗ࡴ会に取り組ࢫ࣐ࢫ

ーについてṇしい知㆑をᣢつことは「㉁の高い教育をみࢇなに」にという目ᶆの実現に⧅がり、

㣗≀ࣞ࢔ルࢠーがある子࡝もへの理ゎࡸ共ឤは「す࡭ての人に೺ᗣと⚟♴を」に⧅がると考え

た。 
  
２２．．方方ἲἲ  
  ぶ子クࣜࢫ࣐ࢫ会は「みࢇないっしࡻのクࣜࢫ࣐ࢫ」というタࢺ࢖ルで、2022（௧࿴ 4）
年 12 ᭶ 3 日（ᅵ）、༗前の㒊（11 ᫬㹼11 ᫬ 45 分）、༗ᚋの㒊（13 ᫬㹼13 ᫬ 45 分）で開

ദした。会場は愛知学Ἠ大学・愛知学Ἠ▷ᮇ大学の㡢ᴦ࣍ールとした。ᑐ㇟⪅はᮍᑵ学ඣ

のぶ子とした。 
 
(1) 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーに㛵する⣬Ⱚᒃ 
 本学ᗂඣ学⛉の学⏕が、「子࡝もの㣗とᰤ㣴」のᤵ業の୰で、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーについて学

ーのあるᗂඣが保育ࢠルࣞ࢔≀ーに㛵する⣬Ⱚᒃをไ作した。内ᐜは㣗ࢠルࣞ࢔≀㣗、ࡧ

施タでᢪえる୙Ᏻをゎᾘできるもの、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーのないᗂඣも㣗≀ࣞ࢔ルࢠーについ

て知るᶵ会になるものとした。ᤵ業においてはグルーࣉワークで 10 作品ไ作し、その୰

から内ᐜが㔜」しないように 2 作品を㑅2。ࡔࢇ つの⣬Ⱚᒃをそれࡒれࣕ࢟ࢫンし、デࢪ

タル⣬Ⱚᒃにしたものをㄞみ⪺かࡏた。 
 
(2) 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーに㛵するクࢬ࢖を஺えたᑍ๻ 
本学㣗≀ᰤ㣴学⛉の学⏕が、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーについて学ࢇできた知㆑を、一般の方ࡸ子

 。を஺えたᑍ๻を考᱌し₇じたࢬ࢖もたちにఏえるために、ク࡝
 
(3) おᴦしみのᴦჾ₇ዌとࢲンࢫタ࢖ム 
 クࣜࢫ࣐ࢫにちなࡔࢇ᭤ࡸᗂඣがዲきな᭤のᴦჾ₇ዌを、ᮎṊ可ዉ子Ặ（KOROGI ♫
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ᡤᒓの࣐ࣜンࣂዌ⪅）が࣐ࣜンࣂ、本学のὠᓥᚸ教ᤵがࣀ࢔ࣆを担当した。ࢲンࢫのࣜー

ドはᗂඣ教育学⛉の学⏕が担当した。 
 
 ࢺーࢣン࢔ (4)
 クࣜࢫ࣐ࢫ会にཧ加したぶをᑐ㇟に௵ពで␃置きᘧ࢔ンࢣーࢺを実施した。 
 ⪺き取り内ᐜは、クࣜࢫ࣐ࢫ会に子࡝もがᴦしくཧ加できていたか、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーと

なるཎᅉ㣗品のㄆ知、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの௦᭰㣗について、⣬Ⱚᒃࡸᑍ๻の内ᐜのわかりࡸ

すさ、SDGs の理ゎへの⧅がり➼とした。 
 。は༢⣧㞟ィとしてまとめたࢺーࢣン࢔ 
 
(5) おᅵ産作りと提౪ 
 ୕大ࣞ࢔ルࢤンである㭜༸、∵ங・ங〇品、小㯏⢊を౑用しない↝Ⳬ子をおᅵ産とし、

㣗≀ࣞ࢔ルࢠーではない子࡝も、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーのある子࡝もにも同じⳫ子をΏした。ᗂ

ඣ教育学⛉・⏕活デ࢖ࢨン⥲ྜ学⛉の学⏕が࣎ࢫ࢖࢔ックࢫクッ࢟ーを、㣗≀ᰤ㣴学⛉の

学⏕が࢜ー࣑ࢺールクッ࢟ーと࢔ࢥࢥのカッࢣࣉー࢟を作った。 
 
㸱㸱．．結結果果おおよよࡧࡧ考考ᐹᐹ  
 ぶ子クࣜࢫ࣐ࢫ会のཧ加⪅人ᩘは、大人 108 ྡ、ᮍᑵ学ඣ 131 ྡであった。㣗≀ࣞ࢔ル

ーのある大人は１ྡ、ᮍᑵ学ඣはࢠ 19 ྡであった。ཧ加したᮍᑵ学ඣのࣞ࢔ルࢠーとな

る㣗品は㭜༸が 11 ྡ、∵ஙが 6 ྡ、小㯏が 1 ྡであり、ࢼッࢶ㢮ࡸ果≀もあった。୕大

 。ンとされている㭜༸、∵ஙがከいことが❚えたࢤルࣞ࢔
 
(1) 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーに㛵する⣬Ⱚᒃについて 
子࡝もたちは、Ᏻ඲な環ቃで日ࠎを㐣ࡈし、保育施タでの㞟ᅋ⏕活を通してᵝࠎなこと

を経㦂し学ࢇでいく。⣬Ⱚᒃをぢることで、ᗂඣが㣗≀ࣞ࢔ルࢠーを知り、保育施タな࡝

の㞟ᅋ⏕活の୰で、みࢇなと一⥴に⤥㣗ࡸおࡸつを㣗࡭ることができない㣗≀ࣞ࢔ルࢠー

のある཭㐩のẼᣢちにᐤりῧうことができると考えた。また、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーのないᗂඣ

の保ㆤ⪅ࡸ地域の方にも㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの理ゎを῝めてもらうことで、SDGsの目ᶆ 11「ఫ

み⥆けられるまちづくりを」、3「す࡭ての人に೺ᗣと⚟♴を」およࡧ 4「㉁の高い教育を

みࢇなに」の取り組みを行うことができる。 
ᗂඣ教育学⛉の学⏕がไ作した⣬Ⱚᒃの内ᐜは、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの理ゎに加え、ዲき᎘

いとの㐪いࡸ㣗≀ࣞ࢔ルࢠーのためみࢇなと同じものを㣗࡭ることができないẼᣢちにᐤ

りῧったものになった。クࣜࢫ࣐ࢫ会でㄞみ⪺かࡏを行った２作品は、ᡭ㐟ࡧをධれたり、

 。ᗂඣが⯆味をもって㞟୰して⪺くことができるようにᕤኵした࡝ーࣟーのⓏ場なࣄ
「あれるࡂーってなあに㸽」（ᅗ 2）と「みあちࢇࡷとカࣞーラࢫ࢖」（ᅗ 3）の内ᐜは

௨下とおりである。 
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から内ᐜが㔜」しないように 2 作品を㑅2。ࡔࢇ つの⣬Ⱚᒃをそれࡒれࣕ࢟ࢫンし、デࢪ

タル⣬Ⱚᒃにしたものをㄞみ⪺かࡏた。 
 
(2) 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーに㛵するクࢬ࢖を஺えたᑍ๻ 
本学㣗≀ᰤ㣴学⛉の学⏕が、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーについて学ࢇできた知㆑を、一般の方ࡸ子

 。を஺えたᑍ๻を考᱌し₇じたࢬ࢖もたちにఏえるために、ク࡝
 
(3) おᴦしみのᴦჾ₇ዌとࢲンࢫタ࢖ム 
 クࣜࢫ࣐ࢫにちなࡔࢇ᭤ࡸᗂඣがዲきな᭤のᴦჾ₇ዌを、ᮎṊ可ዉ子Ặ（KOROGI ♫

－79－



 
༸ࣞ࢔ルࢠー、∵ஙࣞ࢔ルࢠー、小㯏ࣞ࢔ルࢠーのあるお཭㐩にᝏいᏱᐂ人が、༸ࡸ 

 ∵ஙࣃࡸンをおいしいからとゝって㣗࡭さࡏようとする。なࢇでも㣗࡭ないと大きく 
 なれないとゝわれて、ᚰ㓄になるお཭㐩。そこにࣄーࣟーがࡸってきて、ᝏいᏱᐂ人 
 からお཭㐩をᏲるとともに、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーがあっても他の㣗࡭≀でᰤ㣴をとれば大 
 きくなれることを教える。子࡝もは㣗≀ࣞ࢔ルࢠーがあっても自分は大୔ኵなࡔࢇと 
 Ᏻᚰする。 
 

ᅗ２ 「あれるࡂーってなあに㸽」の⣬Ⱚᒃの一㒊とあらすじ 
 

 
 
 
 
 
 
 みあちࢇࡷは小㯏ࣞ࢔ルࢠーのある年㛗ඣ。今日はみあちࢇࡷの通うᗂ⛶ᅬのおἩり 
保育。おἩり保育がとてもᴦしみなみあちࢇࡷ。ኤ㣤はみࢇなで㔝⳯をษってカࣞー 
ラࢫ࢖を作った。みあちࢇࡷがおかわりしようとすると、みあちࢇࡷのカࣞーࡔけ別 
の㘠で作ってあった。なࡐ、みあちࢇࡷのカࣞーࡔけ㐪うのか୙ᛮ㆟にᛮうお཭㐩と 
みあちࢇࡷに先⏕が㣗≀ࣞ࢔ルࢠーについて説明する。先⏕の話を⪺いたお཭㐩も、 
みあちࢇࡷが㛫㐪えて小㯏⢊のධったものを㣗࡭ないようにみあちࢇࡷをᏲる⣙᮰を 
する。 

 
       ᅗ㸱 「みあちࢇࡷとカࣞーラࢫ࢖」の⣬Ⱚᒃの一㒊とあらすじ 
 
ᑗ᮶、保育⪅を目指す学⏕が㣗≀ࣞ࢔ルࢠーについて学ࡧ、教材をไ作することでさら

に理ゎを῝めることができたものとᛮわれる。保育⪅として「ㄡࡦとり取りṧさない保育」

を実施していくことは、SDGs の㐩成につながるものと考えられた。 
 
(2) 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーに㛵するクࢬ࢖を஺えたᑍ๻について 
 㣗≀ᰤ㣴学⛉の学⏕は、「㣗≀ࣞ࢔ルࢠーᴫ論」 
でಟᚓしたᑓ㛛知㆑を基に、子࡝もたちに分かり 
 ーについてఏえるために、「㣗ࢠルࣞ࢔≀すく㣗ࡸ
 クࣜーンをࢫーのおはなし」と題してࢠルࣞ࢔≀
活用し、クࢬ࢖を஺え、ཧ加したぶ子とᑐ話を஺ 
えながらのᑍ๻を上₇した（ᅗ㸲）。「㣗≀ࣞ࢔ル 
ーのおはなし」の内ᐜは௨下のᅗࢠ 5 のとおりで 
ある。 
                           ᅗ㸲 ᑍ๻のᵝ子 
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かなこちࢇࡷは㣗≀ࣞ࢔ルࢠーがあり、༸、∵ங、小㯏が㣗࡭られないことを཭ࡔち 
にఏえた。཭ࡔちは㣗≀ࣞ࢔ルࢠーがないため、かなこちࢇࡷに㣗≀ࣞ࢔ルࢠーにつ 
いて教えてもらうことにした。༸を౑っている調味ᩱは࡝れか、∵ஙは加⇕したら㣧 
 ᙧᘧで学⩦をすࢬ࢖れか、についてク࡝でもよいのか、小㯏を౑っていないⳫ子はࢇ
すめた。さらに、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーがある場ྜ、௦᭰㣗という方ἲがあり、小㯏⢊は⡿ 
⢊に、∵ஙは㇋ஙに௦えれば㣗≀ࣞ࢔ルࢠーがない子と同じものが㣗࡭られることを 
ఏえる。おᅵ産として㓄ᕸするクッ࢟ーࢣࡸー࢟は、༸、∵ங、小㯏を౑用していな 
いため、Ᏻᚰしてた࡭られることをఏえ、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーのある子にとって、みࢇな 
と同じものを㣗࡭られることがᎰしいことを知らࡏた。 

 
ᅗ㸳 「㣗≀ࣞ࢔ルࢠーのおはなし」のࣃワーポ࢖ンࢺの一㒊とあらすじ 

 
(3) おᴦしみのᴦჾ₇ዌとࢲンࢫタ࢖ムについて 
       ࡝きよしこのኪな、ࢫィックࢸࢫࣉッࣙࢳ、ࡱࢇさ、ࣉッࣟࣕࢠでࣀ࢔ࣆとࣂン࣐ࣜ 

を₇ዌし、࣐ࣜンࣂの㡢Ⰽをᴦしࡴとともに、クࣜࢫ࣐ࢫ会を┒り上ࡆることができた（ᅗ

㸴）。また、࣐ࣜンࣂとࣀ࢔ࣆのకዌで㉥㰯のࢼࢺカ࢖のࢲンࢫをཧ加⪅඲ဨで㋀った。子

 。もたちが඲㌟を౑って、ᴦしそうに㋀っているᵝ子が༳㇟的であった࡝
 
   
 
 
 

 
ᅗ㸴 ₇ዌとࢲンࢫのᵝ子 

 
 の結果ࢺーࢣン࢔ (4)
 本会のཧ加⪅ 75 組の保ㆤ⪅に࢔ンࢣーࢺを௵ពで実施し、70 組のᅇ⟅をᚓられた。࢔

ンࢣーࢺの結果は௨下のとおりであった。 
  

 
  ᅗ㸵 ぶ子クࣜࢫ࣐ࢫ会にཧ加した    ᅗ㸶 保ㆤ⪅からみた子࡝ものᵝ子 
     保ㆤ⪅のឤ᝿ 

 
༸ࣞ࢔ルࢠー、∵ஙࣞ࢔ルࢠー、小㯏ࣞ࢔ルࢠーのあるお཭㐩にᝏいᏱᐂ人が、༸ࡸ 

 ∵ஙࣃࡸンをおいしいからとゝって㣗࡭さࡏようとする。なࢇでも㣗࡭ないと大きく 
 なれないとゝわれて、ᚰ㓄になるお཭㐩。そこにࣄーࣟーがࡸってきて、ᝏいᏱᐂ人 
 からお཭㐩をᏲるとともに、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーがあっても他の㣗࡭≀でᰤ㣴をとれば大 
 きくなれることを教える。子࡝もは㣗≀ࣞ࢔ルࢠーがあっても自分は大୔ኵなࡔࢇと 
 Ᏻᚰする。 
 

ᅗ２ 「あれるࡂーってなあに㸽」の⣬Ⱚᒃの一㒊とあらすじ 
 

 
 
 
 
 
 
 みあちࢇࡷは小㯏ࣞ࢔ルࢠーのある年㛗ඣ。今日はみあちࢇࡷの通うᗂ⛶ᅬのおἩり 
保育。おἩり保育がとてもᴦしみなみあちࢇࡷ。ኤ㣤はみࢇなで㔝⳯をษってカࣞー 
ラࢫ࢖を作った。みあちࢇࡷがおかわりしようとすると、みあちࢇࡷのカࣞーࡔけ別 
の㘠で作ってあった。なࡐ、みあちࢇࡷのカࣞーࡔけ㐪うのか୙ᛮ㆟にᛮうお཭㐩と 
みあちࢇࡷに先⏕が㣗≀ࣞ࢔ルࢠーについて説明する。先⏕の話を⪺いたお཭㐩も、 
みあちࢇࡷが㛫㐪えて小㯏⢊のධったものを㣗࡭ないようにみあちࢇࡷをᏲる⣙᮰を 
する。 

 
       ᅗ㸱 「みあちࢇࡷとカࣞーラࢫ࢖」の⣬Ⱚᒃの一㒊とあらすじ 
 
ᑗ᮶、保育⪅を目指す学⏕が㣗≀ࣞ࢔ルࢠーについて学ࡧ、教材をไ作することでさら

に理ゎを῝めることができたものとᛮわれる。保育⪅として「ㄡࡦとり取りṧさない保育」

を実施していくことは、SDGs の㐩成につながるものと考えられた。 
 
(2) 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーに㛵するクࢬ࢖を஺えたᑍ๻について 
 㣗≀ᰤ㣴学⛉の学⏕は、「㣗≀ࣞ࢔ルࢠーᴫ論」 
でಟᚓしたᑓ㛛知㆑を基に、子࡝もたちに分かり 
 ーについてఏえるために、「㣗ࢠルࣞ࢔≀すく㣗ࡸ
 クࣜーンをࢫーのおはなし」と題してࢠルࣞ࢔≀
活用し、クࢬ࢖を஺え、ཧ加したぶ子とᑐ話を஺ 
えながらのᑍ๻を上₇した（ᅗ㸲）。「㣗≀ࣞ࢔ル 
ーのおはなし」の内ᐜは௨下のᅗࢠ 5 のとおりで 
ある。 
                           ᅗ㸲 ᑍ๻のᵝ子 
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ᅗ㸷 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーとなる         ᅗ 10 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの 
  㣗品のㄆ知                  ௦᭰㣗品について 
 
   
 
 
 

 
ᅗ 11 ⣬Ⱚᒃࡸᑍ๻の内ᐜの分かりࡸすさ  ᅗ 12 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーを知るうえで 
                        ⣬Ⱚᒃࡸᑍ๻はᙺ❧ったか 
 
 
 
 
 
                    
                   ᅗ 14 本会が SDGs の「す࡭ての人に 

                        ೺ᗣと⚟♴を」の୺᪨に該当するか 
ᅗ 13 SDGs のㄆ知          

 

クࣜࢫ࣐ࢫ会にཧ加した保ㆤ⪅のឤ᝿、子࡝ものᵝ子は、ᅗ 7、8 より 95㸣௨上の人が

ᴦしめたという結果であった。⣬Ⱚᒃのㄞみ⪺かࡏ、クࢬ࢖を஺えたᑍ๻、㡢ᴦ、ࢲンࢫ

のᵓ成は、ぶ子でᴦしめる内ᐜであったことが᥎ᐹされた。 

㣗≀ࣞ࢔ルࢠーとなる㣗品のㄆ知度は（ᅗ 9）、知らない人が඲くおらࡎ、㣗≀ࣞ࢔ルࢠ

ーにᑐするㄆ知度は高かった。また、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの௦᭰㣗品についても 95.7㸣の人が

知っているという結果であった。ඣ⋢らが開ദした 2021年 12᭶のぶ子クࣜࢫ࣐ࢫ会では

㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの㣗品を知っている人およࡧ㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの௦᭰㣗品を知っている人は

それࡒれ 87㸣であり 7）、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの㣗品のㄆ知度、௦᭰㣗品のㄆ知度は高まってい

ることが❚えた。 

学⏕のไ作した⣬Ⱚᒃࡸᑍ๻については、「とてもわかりࡸすかった」58.6㸣「わかりࡸ

すかった」41.4㸣であり（ᅗ 11）、す࡭てのཧ加⪅に理ゎしてもらえた結果であった。さ

らに、⣬Ⱚᒃࡸᑍ๻についてもཧ加⪅඲ဨにᙺ❧つ内ᐜであった（ᅗ 12）。 

SDGs のㄆ知度については（ᅗ 13）、ゝⴥを知っている人は 92.8㸣であるが、内ᐜまで

知っている人は 55.7㸣と༙ᩘ⛬度であった。しかし、クࣜࢫ࣐ࢫ会の進行において SDGs
の説明をしたことで、本クࣜࢫ࣐ࢫ会が目ᶆの１つである「す࡭ての人に೺ᗣと⚟♴を」

に該当するとᅇ⟅した人が 85.7㸣であった。SDGs は「ㄡ一人取りṧさない♫会」の実現
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であり、㌟㏆なၥ題Ⅼをព㆑し、ⓙでၥ題を考えゎỴしていくことが必要である。本クࣜ

、ーについて知る場となりࢠルࣞ࢔≀ーがある子もない子も、㣗ࢠルࣞ࢔≀会は、㣗ࢫ࣐ࢫ

それが SDGs の実現に⧅がっていることも理ゎされるᶵ会となった。 

 

(5) おᅵ産の㓄ᕸ 
 ୕大ࣞ࢔ルࢤンである㭜༸、∵ங・ங〇品、小㯏を౑用しないクッ࢟ーとࢣー࢟をࢭッ

し（ᅗࢺ 15）、ᖐり際に 1 人 1 つᡭΏした（ᅗࡎ⿄ 16）。ᐙᗞでも作ることができるよう

に、ࣞࣆࢩも提౪した。 
 

 
 
 
 
 
                             
     ᅗ 15 おᅵ産の↝きⳫ子    ᅗ 16 おᅵ産の㓄ᕸのᵝ子 
 
55..    ままととめめ    

SDGs の目ᶆである「す࡭ての人に೺ᗣと⚟♴を」「㉁の高い教育をみࢇなに」「ఫみ⥆

けられるまちづくりを」の実現にྥけて、学⏕とともに㣗≀ࣞ࢔ルࢠーをࢸー࣐としたぶ

子クࣜࢫ࣐ࢫ会に取り組ࡔࢇ。本取り組みにおいては、学⏕たちがไ作した㣗≀ࣞ࢔ルࢠ

ーに㛵する⣬Ⱚᒃのㄞみ⪺かࡸࡏクࢬ࢖を取りධれたᑍ๻を通して、地域のぶ子に㣗≀࢔

ࣞルࢠーをもつ子࡝もたちの㝖ཤ㣗についての理ゎと、࿘ᅖと同じものを㣗࡭られない子

より、ぶ子ࢺーࢣン࢔もたちへの理ゎと共ឤをᚓることを目的とした。ཧ加された方の࡝

クࣜࢫ࣐ࢫ会は、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーにᑐするព㆑のྥ上と SDG㹱との㛵㐃性にᑐする理ゎを

高めることにᐤ与したと考えられた。 
 
ㅰㅰ㎡㎡  
 「みࢇないっしࡻのクࣜࢫ࣐ࢫ会」は、学ᰯἲ人Ᏻᇛ学ᅬ๰❧ 110 ࿘年グᛕの助成㔠を

ཷけて開ദした。「みࢇないっしࡻのクࣜࢫ࣐ࢫ会」の開ദにあたり、ࡈ༠力いたࡔいた

KOROGI ♫の࣐ࣜンࣂዌ⪅ ᮎṊ可ዉ子Ặ、本学のࣀ࢔ࣆዌ⪅ ὠᓥᚸ教ᤵ、㐠Ⴀ⿵助

として本学研究⿵助ဨのᮌᮧဏⰋẶ、ᡭᓥ⿱⨾Ặ、おᅵ産作りおよࡧ㐠Ⴀཧ加の本学ᗂඣ

教育学⛉、㣗≀ᰤ㣴学⛉、⏕活デ࢖ࢨン⥲ྜ学⛉の学⏕にឤㅰいたします。 
 
ᘬᘬ用用ᩥᩥ⊩⊩  
1）Ᏻ岡ᐶ㐨「SDGs 経Ⴀのಁ進にྥけた࢖ンࢭンࢸィブの研究 㸫明ᫍ大学「SDGs ポ
にぢる 学⏕の取り組みに㛵する一考ᐹ㸫」明ᫍ大学経Ⴀ学研究⣖要、1188、2022「ࢺン࢖

年、89㸫102㡫 

2）㕥ᮌ⏤㤶「༳ๅ業界における SDGs とは㸽 㸫大日本༳ๅにおける取組事例㸫」日本༳

ๅ学会ㄅ、5577（2）、2020年、66㸫69㡫 

3）SDGs ࢙ࢪンࢲーᖹ➼を実現しよう ௻業ྥけ「フ࢙ムࢸック」ᑟධ広がる、୰日᪂

 
 
 
 

 
 
ᅗ㸷 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーとなる         ᅗ 10 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの 
  㣗品のㄆ知                  ௦᭰㣗品について 
 
   
 
 
 

 
ᅗ 11 ⣬Ⱚᒃࡸᑍ๻の内ᐜの分かりࡸすさ  ᅗ 12 㣗≀ࣞ࢔ルࢠーを知るうえで 
                        ⣬Ⱚᒃࡸᑍ๻はᙺ❧ったか 
 
 
 
 
 
                    
                   ᅗ 14 本会が SDGs の「す࡭ての人に 

                        ೺ᗣと⚟♴を」の୺᪨に該当するか 
ᅗ 13 SDGs のㄆ知          

 

クࣜࢫ࣐ࢫ会にཧ加した保ㆤ⪅のឤ᝿、子࡝ものᵝ子は、ᅗ 7、8 より 95㸣௨上の人が

ᴦしめたという結果であった。⣬Ⱚᒃのㄞみ⪺かࡏ、クࢬ࢖を஺えたᑍ๻、㡢ᴦ、ࢲンࢫ

のᵓ成は、ぶ子でᴦしめる内ᐜであったことが᥎ᐹされた。 

㣗≀ࣞ࢔ルࢠーとなる㣗品のㄆ知度は（ᅗ 9）、知らない人が඲くおらࡎ、㣗≀ࣞ࢔ルࢠ

ーにᑐするㄆ知度は高かった。また、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの௦᭰㣗品についても 95.7㸣の人が

知っているという結果であった。ඣ⋢らが開ദした 2021年 12᭶のぶ子クࣜࢫ࣐ࢫ会では

㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの㣗品を知っている人およࡧ㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの௦᭰㣗品を知っている人は

それࡒれ 87㸣であり 7）、㣗≀ࣞ࢔ルࢠーの㣗品のㄆ知度、௦᭰㣗品のㄆ知度は高まってい

ることが❚えた。 

学⏕のไ作した⣬Ⱚᒃࡸᑍ๻については、「とてもわかりࡸすかった」58.6㸣「わかりࡸ

すかった」41.4㸣であり（ᅗ 11）、す࡭てのཧ加⪅に理ゎしてもらえた結果であった。さ

らに、⣬Ⱚᒃࡸᑍ๻についてもཧ加⪅඲ဨにᙺ❧つ内ᐜであった（ᅗ 12）。 

SDGs のㄆ知度については（ᅗ 13）、ゝⴥを知っている人は 92.8㸣であるが、内ᐜまで

知っている人は 55.7㸣と༙ᩘ⛬度であった。しかし、クࣜࢫ࣐ࢫ会の進行において SDGs
の説明をしたことで、本クࣜࢫ࣐ࢫ会が目ᶆの１つである「す࡭ての人に೺ᗣと⚟♴を」

に該当するとᅇ⟅した人が 85.7㸣であった。SDGs は「ㄡ一人取りṧさない♫会」の実現
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⪺、2023.3.6、ᮅห、17㡫 

カワ࣑（4 SDGs ാきがいも経済成㛗も ὒⳫ子ᗑが㞀ᐖ⪅ᑵປ支᥼、୰日᪂⪺、

2023.3.12、ᮅห、21㡫 

カワ࣑（5 SDGs ᖹ࿴とබṇをす࡭ての人に Ᏹ㔝ᨻ༤さࢇ、୰日᪂⪺、2023.3.19、ᮅ

ห、11㡫 
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